


大川町
（左岸側）

天神町
（右岸側）

約 80m 約 24m

梯川本川 分水路

①河川護岸
（鋼管杭）

③自然石風護岸
（大型箱型ブロック）

②耐震対策
（砂圧入式締固め工法） ④耐震対策

（深層混合処理工法）

文田川小松天満宮

⑤環境配慮型護岸
（大型ブロック積護岸（魚巣付き））

② 砂圧入式締固め工法

⑤ 大型ブロック積護岸設置

③ 大型箱型ブロック設置

①鋼管杭打設

④深層混合処理工法
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分水路：L=230m

輪中堤：L=460m
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至能美市

工事着工前 小松大橋
付替市道・文田川 完成

分水路掘削着手

昭和３４年８月昭和３４年８月 台風７号による洪水（本川・支川堤防決壊）台風７号による洪水（本川・支川堤防決壊）

昭和４３年８月昭和４３年８月 台風１０号による洪水（支川堤防決壊）台風１０号による洪水（支川堤防決壊）

梯川一級河川指定梯川一級河川指定

梯川改修計画策定梯川改修計画策定

直轄河川改修計画改定直轄河川改修計画改定

都市計画決定都市計画決定

分水路関連用地買収着手分水路関連用地買収着手

小松大橋架替着手小松大橋架替着手

梯川水系河川整備基本方針策定梯川水系河川整備基本方針策定

小松大橋架替工事完了　供用開始小松大橋架替工事完了　供用開始

大川やわらぎ街道まちづくり完成大川やわらぎ街道まちづくり完成

梯川水系河川整備計画策定梯川水系河川整備計画策定

梯川分水路通水梯川分水路通水

梯川分水路完成梯川分水路完成

昭和４６年昭和４６年

昭和４９年昭和４９年

平成８年５月平成８年５月

平成１１年１月平成１１年１月

平成１２年平成１２年

平成１８年平成１８年

平成２０年６月平成２０年６月

平成２３年３月平成２３年３月

平成２７年３月平成２７年３月

平成２８年３月平成２８年３月

平成２８年１１月平成２８年１１月

平成２９年１１月平成２９年１１月

　梯川河川改修の一環で整備してきました天神町地区の分水路方
式による改修事業が、計画策定から 21 年を経て、
平成 29 年 11 月に完成しました。
　国指定重要文化財を浮島方式により現位置に保全した河川改修
は大変珍しく、地域のシンボルとして期待されています。
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　お持ちの携帯電話
で下記の QR コード
から「梯川分水路の
動画」を見ることが
できます。ぜひご覧
ください。

梯川分水路の概要

（約 2 分 50 秒）

梯川分水路について

（約 1 分 20 秒）

分水路完成
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　梯川は、昭和 46 年に一級河川に指定され、洪

水を安全に流下させるために 80m から 120m に

川幅を拡幅する計画が策定されました。

　梯川の河川改修計画に合わせて、小松天満宮神

門および本殿の移転が必要となりました。しかし、

小松天満宮は、国の重要文化財に指定されており、

小松市の歴史的・文化的シンボルであることから、

現位置で保全する「分水路方式」が採用されました。

【 分水路方式 】

【 従来の河川整備方式 】

小松天満宮は、卯辰山、金沢城本丸、
小松城によって一直線で結ばれる位置
にあり、「小松城の鬼門にあたる艮（う
しとら）の方向、すなわち東北にあた
る梯川のほとりを選び、小松城の守り
を堅固にすることを願ったもの」と言
われています。

艮
(丑寅 )( 丑寅 )

うしとらうしとら

中川武夫氏（金沢工業大学）
小松市内での講演会資料より抜粋

平成元年 10 月 22 日
「小松天満宮の方線について」

　梯川分水路は、分水路方式について水理模型実験などを行い、梯川改修技術検討委員会により、技術的に可能で

あることが確認されました。さらに、梯川改修地域整備検討委員会では、国（河川）、県（道路）、市（まちづくり）

の各機関が連携し、河川整備の方式や小松大橋の位置、個性豊かなまちづくりなどが議論され、「小松天満宮を核と

した個性豊かな歴史・文化のまちづくり、川づくり、道づくり」をメインテーマとした整備内容が決定しました。

　各委員会の結果を踏まえて、河川改修計画改定により平成８年に分水路計画が追加され、平成 11 年に分水路を

含む河川区域の都市計画が知事決定されました。

単位：m3/s

●

右岸都市計画決定範囲
（平成 11 年 1 月 29 日決定告示）

左岸都市計画決定範囲
（平成 11 年 1 月 29 日決定告示）
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梯川改修技術検討委員会梯川改修技術検討委員会

梯川改修計画変更
（分水路追加）

都市計画地方審議会

都市計画決定

梯川改修地域整備検討委員会梯川改修地域整備検討委員会

梯川河川区域の都市計画
案作成

（梯川河川改修）

道路計画の都市計画
変更案作成

（小松大橋架替）

梯川改修技術検討委員会の様子 梯川分水路の水理模型実験

協　

議

改修前の堤防

改修後の堤防
移転
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○金沢河川国道事務所
〒920-8648　金沢市西念４丁目 23 番５号　℡(076)264-8800　（代表）

○小松流域治水出張所
〒923-0002　小松市小島町ヲ 27-２    　　　℡(0761)23-4000　（代表）

受付時間 : 土日祝日を除く 9:00 ～ 17:00

　平成 16 年出水では小松市に避難勧告（2,237 世帯）、平成 18 年出水では避難準備情報が２回（2,726 世帯）

発令されました。平成 25 年出水では小松市、能美市に避難勧告（6,210 世帯）、避難指示（4,624 世帯）が発令

されるなど、近年においても氾濫の危険性が非常に

高い河川となっています。 発生要因

昭和８年７月25日

昭和９年７月11日

昭和34年８月14日

昭和43年８月28日

平成10年９月22日

平成18年７月17日

平成25年７月29日

平成16年10月20日

台風

梅雨前線

梅雨前線

梅雨前線

秋雨前線

台風７号

台風７号

台風23号

1,690m3/s
（推定）

本川１か所、支川２か所で堤防決壊
浸水家屋1,549戸、橋梁流出32橋

本川１か所、支川４か所で堤防決壊
浸水家屋390戸、橋梁流出９橋

浸水面積19.9ha（内水）
河岸の一部崩壊等３か所

浸水面積238.1ha（内水）
護岸破損等４か所
小松市：避難勧告発令（2,273世帯）

観測史上最高水位5.23mを記録（埴田水位観測所）
浸水面積177.0ha（内水）
堤防破損等４か所
小松市内：避難指示発令（4,484世帯）

浸水面積108.0ha（内水）
護岸破損等15か所
小松市：避難準備情報発令（2,726世帯）

支川３か所で堤防決壊
浸水家屋100戸以上

支川等で堤防決壊
浸水家屋188戸、橋梁流出26橋

1,100m3/s

710m3/s

昭和56年７月１日 梅雨前線 高水敷の決壊（５か所：約680m）
内水被害

630m3/s

1,390m3/s

970m3/s

590m3/s

630m3/s

平成29年８月８日 台風５号 浸水面積35.5ha（内水）
小松市：避難勧告発令（4,741世帯）

調査中
（H29.11時点）

760m3/s

被災状況小松大橋
地点流量発生年月日

鴨浦橋下流（埴田水位観測所）

平成 25年７月出水

白江大橋付近

昭和 43年８月出水

　梯川の整備は昭和 46 年から進めていますが、赤瀬ダムの整備および河川整備着手前の河道で今回の洪水

（H29.８.８出水）を受けた場合、水位は約２m 高くなっていた可能性があり、堤防はより危険な状態であったもの

と考えられます。また、白江大橋下流区間の堤防嵩上げ・引堤および河道掘削を行っていなかった場合、洪水は堤

防から越水していた可能性がありました。
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現在施工中

小松新橋小松新橋

左
岸
：
引
堤
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：
引
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右
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：
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防
嵩
上
げ

右
岸
：
堤
防
嵩
上
げ

白江大橋白江大橋

平成27年度
河道掘削実施 済

平成 29 年６月撮影

堤防整備済
堤防整備中
地元協議中
堤防未整備

T.P.+5.38m T.P.+5.66mT.P.+5.67m

旧堤 旧堤

約 80m（引堤前）白江町
（左岸側）

川辺町
（右岸側）

引堤をしなかった場合の
水位（計算値）

昭和 46 年当時
（整備着手前）

約 120m（引堤後）

引堤
T.P.+3.66m

旧堤撤去
（H24 完了）

河道掘削
（H27 完了）

T.P.+5.67m

白江町
（左岸側）

川辺町
（右岸側）

新堤

堤防嵩上げ

平成 29 年８月 8日
水位（計算値）

約２mの
水位低減効果

堤防整備後
（平成 29 年現在）

T.P.+6.29mT.P.+6.29m

堤
防　

整
備

平成 29 年現在
平成 24 年に完成した

小松新橋～白江大橋間の堤防整備

H29.8.8 出水において
分水路暫定通水を実施




